
表 2126　HDF希釈方法　治療方法（新分類）別 （透析患者全体）

治療方法
（新分類）

前希釈 後希釈 前・後希釈 その他 合計 不明 記載なし 総計

施設血液透析 255,641 255,641

（％） (94.0) (82.4)

Off-line HDF 638 4,275 5 5 4,923 1,392 6,315

（％） (2.1) (72.4) (100.0) (0.3) (12.9) (0.5) (2.0)

On-line HDF 29,881 1,342 1,317 32,540 1 3,549 36,090

（％） (97.6) (22.7) (82.8) (85.4) (100.0) (1.3) (11.6)

Push/Pull HDF 8 88 266 362 175 537

（％） (0.0) (1.5) (16.7) (0.9) (0.1) (0.2)

ﾊﾞｲｵﾌｨﾙﾄﾚｰｼｮﾝ 2 154 1 157 184 341

（％） (0.0) (2.6) (0.1) (0.4) (0.1) (0.1)

血液濾過 92 92

（％） (0.0) (0.0)

血液吸着透析
（リクセル）

2 4 1 7 1,616 1,623

（％） (0.0) (0.1) (0.1) (0.0) (0.6) (0.5)

血液吸着透析
（その他）

7 7

（％） (0.0) (0.0)

在宅血液透析 521 521

（％） (0.2) (0.2)

腹膜透析
（CAPD）

41 15 56 4,965 5,021

（％） (0.1) (0.3) (0.1) (1.8) (1.6)

腹膜透析
（APD）

25 15 40 2,799 2,839

（％） (0.1) (0.3) (0.1) (1.0) (0.9)

腹膜透析
（CCPD）

15 13 28 1,053 1,081

（％） (0.0) (0.2) (0.1) (0.4) (0.3)
合計 30,612 5,906 5 1,590 38,113 1 271,994 310,108
（％） (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

記載なし

総計 30,612 5,906 5 1,590 38,113 1 271,994 310,108

数値下のかっこ内は列方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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